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論文
野生花木類の開花に適した光環境

山瀬敬太郎

Keitaro YAMASE 

Selection of appropriate light condition for wild flowering shrubs flowers and trees 

要旨:山瀬敬太郎 野生花木類の開花に適した光環境 兵庫農林水産技総セ研報(森林林業)56号 1-4， 2010 

兵hli県 1~ 20 ヵ 所の tl;l 山管理i也において、材、|村の光&完成と、低木層を構成する野生花木類 15t重の開花状況との関係を調

査した。その結呆、カマツカやコバノミ ツバツツ ジなどの夏緑樹砲は、光Ejii境が良好なほど開花悩体が多くみられた。

ー力、ヒサカ キやアセビなどの1Tr;'緑樹種は、lI;h、条件から明るい条件までのrlJr7t広い光環境で開花する傾向がみられ、 11-1干

しヴt強JJ.tT でも Ir~t~.紘刷物は開花繁姉し、作実によ白川ーしていることがわかった。

キーワード tl~ 山 1IY;}J日前、 m UI 管理、 lj f.1花、光環境、常緑樹樋

I はじめに

XiJfi炭林やfJ金川 11; としての管理!が放棄された~I~ 山 では、

他生選移に伴 う 'H~'料、樹織の符正k化やWl冠の閉鎖によ る光

広li~lの型〔化が三 :なjゑ |さ! となり、ツツジ匂:の[;.rIWí' l'tの型f ~l ~

1と木知や本布i'[物の多くが失われている(1)。 こうした

野生花木知は、景観の多牒'1'11:を治111:1:¥するだけでなく、そ

れを蛮ルil と するチョウ類やハナパチjà~iの生令にとっても

立I~な役'jl; 1 1 を果たしており (2ノ、里山生態系にとって

もこれら野生花木類の保全はlIT(I!l[な政Yillで‘ある。

ところで、野生花木仔10)1:1三育場所である里山は、 近作、

地域の特色ある風景や景縦の形成の場、多燥な~J+I[[物の

保企の場、健康や環境教育、レクリエーション的利用の

場なとゴDi'たな環境的あるいは文化的価値がみいだされて

おり、こうした目的を迷成するために、いくつかの具体

的な信且j!方法が促案されており (3、 -1)、全国各地で

!]~ 山首世j!が展開されているところで、ある。

こうした中山官泊!が里子~H:IEI 物の開花に及ぼす影響につ

いては、ササユ リ (5ノやカタクリ (6)、アキノキリ

ンソウ (7ノ、ニリ ンソウ (8)などの野生草花に閲す

る報(Lや、東北地方のブナクラス域における林床i:llj[生に

" L¥現するTAのI}rl花 (9)に関する報告はあるものの、関

iJJ;i J也ゴJの盟子生花木努!のIJH花に関する報告は、 一部のツツ

ジ知に閲する報告 (JO)を除いてほとんどみられない。

そこで本研究では、兵庫県における管理後の林内の光

開筑が異なる里 11I官;J:[J!l也において、林内の低木層に生育

している野生花木獄151iJlのIjfj花の状況と 、)l;&定J克との関

係を調査 したので、 その結果を報告サる@

E 調査地

1 調査地の位置・気候

兵庫県が尖施している監山11;整備:;:Ji業j自のうちの13事

業地に、iVM11U也を20ヵ所設定 した (IJZll、表1) . 13事業
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調査地の概要

Stand ID 調査地名 群集名

1 赤穂市 周世 アカマツー壬子ツツシ'群集
2 赤穂市 周世 アカマツーモチツツシe群集
3 赤穂市 周世 コナラーアヘマキ群集
4 たつの市 誉田 コナテアへ.マキ群集
5 姫路市 打越 コナラーアヘマキ群集
6 宍粟市 山崎町下町 コナラーアへ'マキ群集
7 市川町 下牛尾 アカマツーモチツツシ.群集
8 市川町 下牛尾 コナラーアヘマキ群集
9 加東市 上鴨川 ウハーメ力'シ-J汁'群集
10 篠山市 今田町上立杭アカマツーモチツツシe群集
11 篠山市 今田町上立杭コナラーアヘマキ群集
12 南あわじ市阿那賀 コナラーアヘマキ群集
13 南あわじ市阿那賀 ウ，，'メカ'シコシダ群集
14 南あわじ市阿万吹上町 ウハ"メカーシーコシダ群集
15 養父市 八鹿町八木 コナテオウチョウシeサ万ラ群集
16 豊岡市 日高町栗栖野アカマツーユキゲニミツハヘyツシ'群集
17 豊岡市 日高町栗栖野ミス子ラタリ群集
18 豊岡市 出石町奥山 コナラーオクチョウシeサ万ラ群集
19 豊岡市 但東町中山 アカマツーユキゲニミツハーツツシ'群集
20 豊岡市 但東町中山 ョナラーオウチョウシ.サ万ラ群集
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表 l

表 2 対象樹種とその開花時期

学名 種名 開花時期

夏緑樹種

Lindera umbe//ata ウ口モシ 4月

Pourthiaea villosa var. laevis 力マツ力 4月 ~5月

Rhododendron reticu/atum コハソミツハツツシ.4月上~下旬

Rhododendron kaempfen ヤマツツジ 4月 ~6月

Rhododendron macrosepalum モ子ツツシ 4月 ~5月

Vaccinium oldhamJI ナツハゼ 5月 ~6月

斤.axinussieboldゐna マ)~ハ7オダ壬 4月 ~5月

Ca/licarpa japonica ムラサキシキプ 6 月 ~8月

Callicarpa mollis ヤプムラサキ 6 月 ~7月

Abelia serrata コツヲハ不ウツキ 5月 ~6月

Viburnum erosum var. punctatum コハソiJ'?λ陣ミ 4月 ~6月

Vtburnum wrightJI ミヤマガマズミ 4月下旬~6月

常緑樹種

Eurya japonica 

/Iex crenata 

月ensJapomca 

3 月 ~4月

6月 ~7月

4月 ~5月

ヒサカキ

イヌツゲ

アセビ

置訓五r区を設世し 、 ~捌査|孟.内においてM生調査を実施

した。他生調査は、他物社会学的調査)j法 (13ノに法づ

いて、 1階惜庭層j 区分を行つた後に1何階1桔叩古引j層晋ごとの日F雨市~:討J4i さと令

を記鎌し、階層ごとに出現した全ての穏を記録した。

IjtJ花調交は、 ji.!Jさ6"'lm (主に低木層)に出現 し、か

つ20調室 [~ 中10調寄区以」で3伺休以上観察された 151tH 
稀を対象とし Ua) 、開花伽l体が3他|体以上確認された

1;&}介に、 その制査|実で開花あり と判断した。制査はいず

れの調査|ヌとも、 2009年4rJ29 日 "'5 )~ 81二|、5月311'1"'6)J 

5日、 6月281:1 "'7月3r:1 の 311~fJtJj に実施した。

2ー

地のうち9事業J1il(必、穂m.、たつのili、航路rh、宍架m、

II'î川町、 )JII米市、篠山 rli、耐あわじrlï阿)J[\ 1'~、1':ιjあわじ

Ih川万 l次」ーIlIl)は瀬戸内fJllJに、4事業地 (養父l打、時岡市

円高U'1、豊岡市出石川、豊岡rhイJl東111]") は 1:1本海fJllJに{立

世 している。

瀬戸内側に位 i置する 9卒業地の年平均気 7l~\ は約 1 4 ~ 1

70C、I，f降水量は約1，OOO~ 1， 500111111で、あり 、表円木型:3<.(候

[~: (11ノおよびk{11裏 1:1本相気候l玄 {イIlノに属している。

日本潟イJl11 に位置する 4 :;-lfi: ~住地の1[-'. 'li 均気n~\ は約 12'"]ll<C、

年[1:1'/1，量はがJI，700~1 ， 900111111であり、袋 1-1本気候区 {Jjノ

に属している。

2 里山管理の肉容

rp.I.l.1 管理では、極多様 I~I: を|也告すると考えられる積の

選択的除去を実施しており、 ① コナラ、 アベマキ、ヤマ

ザクラ、アカシデなどの林冠構成種による雨林を!ヨ僚と

し、 ②ill~ ~~fj木層、低木j層 、 lrJ:木層に密生 しているヒ サカ

キ、アラカシ、ソ ヨゴなどの常緑植物の伐採、 ③林冠を

被い、 j事!幹を締めつけているフジなどのツノレ植物の{ぷ採、

@材、床に繁茂しているネザサやコシダ、ウラジロの刈り

取り、 ⑤松枯れな どの枯死木の除去 (jzノを行った。旦

山管理は1996'"1998:q三にかけて実施し、 当初jの管理後は

手を加えずに1"1然の遜移に任せた状況にある。

開花詞査

盟山管理を尖地した20ヵ所の調査i也に、 10mX10mの定

調査方法E 



2 光強度の推定

デジタノレカメラ (PowerShot G9 、 Canon 、 月r)~{) と

~~lIl良レンス‘ (DCR-CF185PRO 、 Raynox 、 JI:[五T) をJ-IJ い

て、全フtz;宅 '-q~点を調査 l天内の rl l 央と四 l判の言 1- 5 ヵ所で十1f~

]，t~ した。三!JL1J をm し、てカ メラを地上向L5mに同定し、水

準部により鉛直 1---方を1'JH111した。hT;;話した写lrは、 Lia3

2 (http://www.agr.nagoya"u.ac.jp/%7Eshinkan/LIA321i 

ndex.htmllで解析し、保影 口の相対光強度 (RLl)を推

定した。写真版影は2009{V5!J311] ~6よ15 1ご| に実施した。

N 結果と考察

イネ内の光~1JJtと:Jlfと1:. 1と木~Ji の1Jf.1花状況を示 したのが表

3であるの表q_lで司1iJ1i'1ズは光強度の低い!II点に、ifiべている。

:Jl.llr管延I!後のi'I'lx:t光強度は、 三li才VJのtll_山信:.f:l]!後10イF.l)、L

が経過した II~i'Ai，でも、 13.9~74.0%の純 IIJ~ で、あった。

iU，'iJ住民ごとの|非|花柿数ネ(ある ti)，'，j iiEI~ の開花4占|体がみ

られた郁数/ある訓~1，J"IKの3Wil体以-':.: 11:\現した純数 x 10 

0)は、 中11対光'JITiI立が大きくなるほどI}fl花積数率がr}引くな

る傾lirJがみられ、 相対光'JrtuJXが13.9%と最も小主かった

刑公|三 17で、|洞化研¥1ix率が14.3%と低かったのに対し、

中1:1対光強度が74.0%と最も大きかった調査区1で、|片J:I日;Ej

体の1J~11と:fiHJj;.y: ，t:~が 100 0lcJ と日かった(表3) 。

また、 相対光強度が24%より大きい場合は， 50%以|

のlJi'I化研数率が得られた。

夏将、制積と '，'; ;;~~lU労組の|文分で、は、夏緑樹郁は1:1 1 末、l 光強

}Jiが小さくなると開花個体が少なくなるのに対し、ヒサ

カキやイヌツゲ、アセビの常緑樹研は、+1こ|対光強度の大

小にかかわらず、Dflf五位|体がみられた。管理放棄された

よ1.!.ILiでは、常緑M:物が多く生育している白4)こと は以

11fjから指摘されているが、 盟山首:;Etl!後lO{r以上が経i品し

た;場所ーでは、 111rし、光強度ドでも1i;-緑イ植物は開花繁殖し、

総尖にI首刑 している可能性が示唆された。

illdーツツジ3種の1)f.1花がみられた相対光強広の最も低

い{lf'lは、ヤマツツジが14.5%、次いでコハノミツパツツ

ジ26.1%、モチツツジ36.2%の!I阪であった。この傾向は、

[fi.松ら (10)が、 3積の里子生ツツジの林I}、]での良好な活

花を促すには、ヤマツツジが20%以 L、コハノミツノミツ

ツジが30%以上、またモチツツジの場合は40%でも光強

度不足で、より 目jし叶1'1対照}Jtを他保しなければならない、

とする指摘とも一 致しており、 今 |旦|の調企で、も同i1J'~の結

果が示唆された。 さらに、クロモジやコバノガマズミ 、

ミヤマガマズ ミは、 10%台の比較的低い1:1~刻光強度でも

開花がみられたのに刈 し、カマツカやマ/レノえアオダモ、

コックパネウツギの開花には、 20%右後土l'ーから30%台の

比'1史的問iいキElx:J光強度合確保するこ とが必裂であること

がわかった。

木調ゴiIーによって、|主JTNl也ノゴに生育する151告げ重の野生花

木惣!のIJf11t:を促進す るために必要な光強度をゆ1らかにす

ること ができた このように野生花木知の開花にi也した

光強l立を明らかにすることによって、今後、 ~ßllrl官邸!を

:人:胞する |際に、盟 山内で間際とする野1::1Ë~，煩の開花を

fl， IJ1~I'す るこ と が可能になるものと考えられる。

表 3 林内の光環境と野生花木類の開花状況との関係
・は開花個体(3個体以上)あり、 は開花個体なし、色なしは出現しなかったことを示す

Stand ID 

相対光強度・%

夏緑樹種

ウロモシe

力すy力

ヨハ'jミツハーツツシ'

ヤマツツシ

モチツツシ'

ナツハゼ

マルハ7オゲモ

ムラサキシキプ

ヤプムラサキ

コツヴハ'ネウツギ

コハeノjfマλ'ミ

ミヤマカマズミ

常緑樹種

ヒサカキ

イヌツゲ

アセビ

開花種数率・%

17 8 20 11 12 4 15 18 19 5 13 16 10 14 

13.9 14.4 14.5 16.7 16.8 17.1 17.7 18.4 19.3 19.7 217 23.0 23.6 24.0 26.1 28.5 34.3 36.2 49.4 74.0 
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